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す。                （岩崎昶、黒澤明への「書簡」より） 
黒澤明さんの映画を通して、我々は「日本的な魂」や日本の人々の内在的な力を感
じとることができます。 
                （張芸謀、アメリカ「タイム」誌より） 
僕と云う人間は、ドストエフスキーと同時に芭蕉や蕪村が好きなのです。僕の頭の
中には、西欧的なものと日本的なものが、大変あたり前に同居しているのです。 






















                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 日本映画における＜日本的なもの＞について、1980 年代後半以来、文化論の視点による研究がすこし
ずつ見受けられるようになり、例えば、Darrell William Davis, Picturing Japaneseness (Columbia 
University Press, New York,1996)がその一例である． 
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の全体的な流れにさほど大きな影響は与えていないように思える。アメリカの映画研究家




























                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    








































     ＜意味されるもの＞                      ＜意味するもの＞ 
ブルジョワの若者 その土地の農民の衣服と対立する衣服 






































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① ロラン・バルト「第三の意味 エイゼンシュテインの映画からとった何枚かのフォトグラムについて
の研究ノート」、前掲『ロラン・バルト映画論集』所収． 


































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 岩本憲児ほか編『映画理論集成』フィルムアート社、1982 年、ｐ.212． 
② ジェイムズ・モナコ著『映画の教科書』フィルム・アート社、1998 年、p.178． 
③ クリスティアン・メッツ著『映画記号学の諸問題』（水声社、1998年）所収． 







































































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① Yu.M.ロトマン著『映画の記号論』（大石雅彦訳）、平凡社、1987 年、pp.61-62． 
② 前掲 Yu.M.ロトマン著『映画の記号論』、ｐ.62． 
③ 同上、ｐ.20． 
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次のようになる。 
dé-faire     
décoller          faire 
déplacer              refaire 
découdre                contrefaire 



















   ところでAのあとにBがくるのはAと結びつくいくつかの話の中からBが選ばれたことを意味して
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① ソシュール著『一般言語学講義』（小林英夫訳）、岩波書店、1940 年（1972 年改版）、pp178-186． 
② 例えば、バルトの映画記号学を援用した映画記号論としては、Jonathan Bignell: Media Semiotics, 
Manchester & New York:Manchester University Press, 2002(second edition,first edition:1997)、マクルーハン
にバルトを加味した映画記号論としては、Marcel Danesi: Understanding Media Semiotics,London: Arnold, 
2002  が挙げられる。また、映画を物語論/説話論narratologyの立場から説いた古典としては、Seymour 
Chatman:Story and Discourse,Ithaca & London:Cornell University Press, 1989(fifth printing,first printing:1978)
が有名である． 
③ 『日本リズム協会年報』、10 号所載、JIR 年報委員会編、2006 年、64-65 頁． 



























                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① ロマーン・ヤーコブソン『音と意味についての六章』（みすず書房、1978 年）参照． 
② これについては彼の『一般言語学講義』の草稿 http://www.marxists.org/reference/subject/philosophy/ 
Works/fr/saussure.htm 参照． 




































































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 船曳建夫著『「日本人論」再考』（NHK 出版、2003 年）を参照。なお、網羅的なものとしては、南博
著『日本人論―明治から今日まで』があり、参考となろう． 
② ポール・シュレイダー著『聖なる映画―小津・ブレッソン・ドライヤー』（山本喜久男訳）、フィルム
アート社、1981．Schrader, Paul: Transcendental Style in Film: OZU,BRESSON,DREYER,University 
of California Press,1979． 
③ 前掲書「訳者あとがき」を参照。また、蓮実重彦『監督 小津安二郎』（筑摩書房、1983 年）を参照． 
④ 前掲蓮実著書．なお、本研究では、ちくま学芸文庫版を用いた。同文庫版 pp.238-240． 
























A（柔道)    
B（俳句）    
C（サムライ）  
D（ゲイシャ） 
＜日本的なもの＞（類型）        E（能）          受容者（国内外の観客） 






                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 『読売新聞』、「ハリウッド製“ゲイシャ・ムービー”の出来事」、2005 年 12 月 12 日． 
















































































































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 「岩崎昶との往復書簡」、『全集黒澤明』（岩波書店、1988 年）第四巻、ｐ.322． 
② 後述するように、その影響は映画術はもちろん、「東洋」を超えて、世界へ羽ばたくための成功の術ま
で及んでいる。しかし、それらについての本格的な研究は皆無に近い． 
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というよりは、喜びと興奮が強かったよう  姿三四郎と檜垣源之助（『黒澤明 夢のあしあと』より） 




                                                  
① 自伝『蝦蟇の油』岩波書店（同時代ライブラリー）、1990 年、ｐ.234． 
 
 

































                                                  
① 前掲黒澤明著『蝦蟇の油』、ｐ.244． 
② 『黒澤明 夢のあしあと』、共同通信社、1999 年、p.80 
③ 山本嘉次郎「『姿三四郎』合評」（座談会）、『映画の友』、1943 年 4 月号． 
④ 『映画評論』、1943 年４月号． 
⑤ 『映画旬報』79 号、1943 年 4 月． 
 
 
































                                                  
① ドナルド・リチー著『増補・黒澤明の映画』社会思想社、1993 年、pp.38-39． 
② 詳細は黒澤明研究会編『黒澤明 夢のあしあと』p.59 を参照されたい． 















になっているのである。   
②アクション。               矢野正五郎（『全集 黒澤明』第一巻より） 





















例えば『酔いどれ天使』や        



















































その端緒を成すものといえよう。         
以下、それらの特徴を踏まえつつ、     
この映画における＜日本的なもの＞
の記号表現について、具体的に考察を
進めていこう。              小夜と姿三四郎（『黒澤明の世界』より） 
 
 
















































②下駄や草履を履いている人の足の行き来の中に  下駄（『黒澤明 夢のあしあと』より） 
混じり込んでいる＜下駄＞（クロース・ショット）。 
③雨の中の＜下駄＞（同上） 
④子犬が＜下駄＞をかじる（同上）          






















































































































ころによると、映画中、姿と他の人との闘いの場面は合わせて 4 回あり、1 回目は夏まつ
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＞という記号が映像として 2 回しか出てこない。1 回目は映画の冒頭の部分においてであ















































































































続くシーンは＜蓮の花＞に関      （『黒澤明 夢のあしあと』より） 
するものであり、合わせて 1 分 25 秒である。 
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・ 姿は頭を挙げて空を見つめる。カメラが上へパンをし、空には一輪の明るい月が見
える。 
・ 露が付いている蓮の葉っぱ。      
・ 他の露が付いている蓮の葉っぱ。 
・ 露が付いている蓮の葉っぱ。 






























以上、映画全体を通して、蓮の花に関する 3 回のシーンを確認してみたが、これら 3 回
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① 尾形敏朗『巨人と少年』文芸春秋、1992 年、p.22． 
② 佐藤忠男『黒澤明の世界』朝日新聞社、1986 年、pp.46-47． 
 
 















































































































双方がやり返したりすること 4 回、 後
は相手の五人全員を川の中へ投げ捨て、
さらには親分の門馬まで地面に倒してし   
（『全集 黒澤明』第一巻より）          まう。時間的には、この＜決闘＞のシー
 
 




































                                                  
① 黒澤明著『全集黒澤明』第五巻、岩波書店、1998 年、p.12． 
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は、それが＜下駄＞＜蓮の花＞＜池＞などと共に、黒澤映画全体における＜日本的なもの
＞の原点をなす重要な記号表現であることは以上の考察で明らかであろう。 
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（『黒澤明 夢のあしあと』より）     を採用し、数多くの映画を作った。＜能＞に関する
教養映画を作ることも企画し、自ら脚本と監修を担当する予定だったが、結局は実現でき
なかった。とはいえ、われわれは、今日残っているその台本『能の美』から、黒澤が＜能





























ンビ）に大きな影響を与えたことは    太平と又七（『黒澤明 夢のあしあと』より） 









                                                  
① 前掲黒澤明著『蝦蟇の油』、p.272． 

































                                                  
① 岩本憲児編『黒澤明をめぐる 12 人の狂詩曲』所収、早稲田大学出版部、2004 年．なお、同書には黒
澤による＜能＞の表現と表現主義との比較についての岩本憲児の論文も収録されているが、本章の問題関
心とは異なる． 




＜表＞  黒澤映画と「能」との関係 
○：＜能＞と関連を持つことを指す 








姿三四郎 1943        
一番美しく 1944        
続姿三四郎 1945 ○ ○  ○     
虎の尾を踏む男たち 1945 ○ ○ ○  ○  ○ 
わが青春に悔なし 1946        
素晴らしき日曜日 1947        
酔いどれ天使 1948        
静がなる決闘 1949        
野良犬 1949        
醜聞 1950        
羅生門 1950 ○    ○ ○  
白痴 1951        
生きる 1952      ○  
七人の侍 1954 ○  ○  ○  ○ 
生きものの記録 1955      ○  
蜘蛛巣城 1957 ○ ○ ○ ○ ○   
どん底 1957       ○ 
隠し砦の三悪人 1958 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
悪い奴ほどよく眠る 1960        
用心棒 1961       ○ 
椿三十郎 1962       ○ 
天国と地獄 1963        
赤ひげ 1965        
どですかでん 1970        
デルス・ウザーラ 1975        
影武者 1980 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
乱 1985 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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夢 1990 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
八月の狂詩曲 1991        




＜能＞の応用は第三作の『続・姿三四郎』からすでに見られ、全 30 作品中、14 作の映画
が何らかの形で＜能＞と関わりを持っている。 
②＜能＞の様式への応用と思われる映画作品がほぼ三つの時期に分かれるということ。
























                                                  
① これについての詳細は、「黒澤明生誕 100 年記念プロジェクト」のサイトを参照されたい。
http://akirakurosawa100.com/。同サイトでは『現代の能―八島』の映像の一部が公開されている． 
② 前掲『黒澤明 夢のあしあと』、p.80． 



































                                                  
① 前掲黒澤明著『全集黒澤明』第一巻、p.120． 
② 前掲黒澤明著『蝦蟇の油』、ｐ.254． 



































                                                  
① 前掲黒澤明著『全集黒澤明』第一巻、p.122． 
② 同上． 



































                                                  
① 前掲黒澤明著『蝦蟇の油』、p.262． 








ような状況は 1950 年頃まで続く。1945 年に作られた『虎の尾を踏む男達』が、その制作































































                                                  
① 前掲『黒澤明 夢のあしあと』所収「黒澤明監督作品全受賞記録」を参照． 
























































た細長い目をした女の顔は、典型的な＜東       















田山）、＜大家＞（中村雁治郎）などの顔は＜狂言＞における   小面（『能百十番』より） 
庶民的な＜お面＞である「祖父」、「空吹」、「乙」、「武悪」である。                  
































とも、まさにそういった新しい試みの一つであったと言える。1950 年から 1962 年まで 12
                                                  
① 日本映画の＜黄金時代＞とは、一般に「年間の公開本数が二百本を超えた 1950 年（昭和 25）から、
観客動員数（入場人員）が史上最高（延べ 11 億 2754 万人）を記録した 1958 年（昭和 33）まで」のこ
とを指す。『映画この百年―地方の視点』p.258、熊本大学・映画文化史講座編、熊本出版文化会館、1995
年． 
② 上記『映画この百年―地方からの視点』所収 p.259 所収「日本映画の主要映画祭受賞データ」を参照． 






































































この『影武者』では、『田村』は武田軍が勝    『田村』（『能百十番』より） 
利を祝うために神社で奉納された＜能＞となっており、武将の扮装をしたシテが映画の中
                                                  
① 前掲『黒澤明 夢のあしあと』所収「全作品受賞記録」を参照． 



















登場する。                
よく知られているように、＜能＞の開祖と集大











間の演出に退屈しないよう工夫されている。               
 五つとは、＜翁＞＜修羅能＞＜髪物・女能＞＜雑能＞と＜切能・鬼能＞であり、＜能＞
                                                  
① この点について、前掲の西村雄一郎や三井庄二等の論文で簡単に指摘されている。しかし、それらの
研究に比べると、西周成の論文「＜影武者＞論―夢幻能と悲劇の叙事詩の融合」で映画のプロット構成や
叙述の方法と「夢幻能」との類似性について比較的詳細に論じられている。『演劇学』第 36 号、1995 年． 




が登場している。例えば＜第 1 話・日照りの雨＞に出てくる＜狐＞、＜第 2 話・桃畑＞に
登場してくる＜桃の精＞、＜第 3 話・雪あらし＞の中に＜般若＞や＜橋姫＞の面を持つ＜
雪女＞、＜第 4 話・トンネル＞の中に現れる＜兵士＞の＜亡霊＞、＜第 5 話・鴉＞の中に
登場してくる＜男たち＞、＜第 6 話・赤富士＞の中に出てくる＜人殺しの雲＞、＜第 7 話・





























































調しており、＜能＞の本質の映像化を試みた時代劇の  『雨月物語』（『映画この百年』より） 
中では典型的な作品である。 
そして、小津安二郎の場合については、その代表作とされる『晩春』(1949)、『麦秋』(1951)、
                                                  
① 前掲『黒澤明をめぐる 12 人の狂詩曲』所収三井庄司論文を参照． 





















を通して、＜無＞の境地への追求にある     

















































                                                  
① 佐藤忠男『黒澤明解題』岩波書店、1990 年、pp.194-195． 
② 梅若猶彦『能楽への招待』岩波書店、2003 年、p.132． 
③ 同上、pp.179-187． 
















                                                  
① 前掲佐藤忠男著『黒澤明解題』、p.193． 
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① 前掲黒澤明著『蝦蟇の油』、ｐ.401． 
② 読売新聞文化部編『映画百年 映画はこうしてはじまった』キネマ旬報社、1997年、pp.70-71参照． 








































































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 前掲黒澤明著『蝦蟇の油』、p.388． 
② 『黒澤明集成Ⅲ』キネマ旬報社、1997年、p.277． 































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 都筑政昭著『黒澤明「一作一生」全三十作品』講談社、1998年、p.121． 
② 前掲『黒澤明集成』、p.26． 











































































ョット）階段、階段     羅生門のオープンセット、（『黒澤明 夢のあしあと』）より 
に沿って流れる雨水／（仰角クロース・アップ）半壊の屋根。破損しているところから雨
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
①前掲ロラン・バルト著『ロラン・バルト映画論集』、pp.57-58． 

























  杣売「嘘だ！･･････みんな嘘だ！多襄丸の話も女の話も･･････」。 
  下人「本当のことが言えねえのが人間さ･･････。人間ッて奴ア、自分自身にさえ白状しねえ事が沢   
山あらア」。 







                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 黒澤明著『全集黒澤明』第三巻、岩波書店、1998年、p.60． 


































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 前掲黒澤明著『全集黒澤明』第三巻、p.62． 
 



































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 『近代文学注釈叢書１４ 芥川龍之介Ⅰ』有精堂出版株式会社、1990年、p.202． 








































































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 『聖書』でも「旧約」のノアの大洪水とその後の虹（人間と神の契約のしるし）を想起させる． 
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① 以上シナリオから引用。前掲黒澤明著『全集黒澤明』第三、巻pp.60-71． 






































































































































 また、盗賊が武士の妻を強姦するシーンは、「生」      （『蝦蟇の油』より） 
の本能としての基本的な「性欲」をもっとも直接的に表わしたものといえる。盗賊が武士の妻を力強










































































  杣売「嘘だ！･･････みんな嘘だ！多襄丸の話も女の話も･･････」 
  下人「フフフ･･････本当のことが言えねえのが人間さ･･････人間ッて奴ア、自分自身にさえ白状し   
ねえ事が沢山あらア」 
  旅法師「そうかもしれぬ･･････しかし、人間は弱いからそうなのだ･･････弱いからこそ嘘もつ
く･･･      ･･･おのれさえ偽わる」 





                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 前掲黒澤明著『全集黒澤明』第三巻、p.60。以下、『羅生門』の台詞からの引用もそれによる． 
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だ武士の「証言」について論議を交わす。 
 

















  下人「ハハハ･･････こいつァ、どうやら本当らしい話だ」 
  杣売「俺は嘘はいわねえ･･････俺はこの目で見たんだ」 
  下人「フフフ･･････それもあてにゃならねえ」 
  杣売「嘘は言わねえ！本当だ！俺は嘘は言わねえ」 
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   後景の多襄丸、近寄って来る。真砂短刀で突くが、多襄丸はよけて真砂を抱きかかえる。 
   多襄丸（笑う）「ハハハハハハハ」 
・武弘（クロース・アップ） 
   思わず目を閉じる。 
・真砂を抱く多襄丸（クロース・ショット） 





   画面の手前に真砂、多襄丸の頭上に輝く太陽。 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 前掲都筑政昭著『黒澤明「一作一生」全三十作品』、p.118． 
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・接吻する二人（クロース・アップ） 





   画面の左半分は多襄丸の後頭部。右半分は、閉じられた真砂の左眼。 
・真砂の右手（クロース・アップ） 
   掴んでいた短刀がポロリと落ちる。 
・地面につきささる短刀（クロース・アップ） 
・接吻する二人（クロース・ショット） 
   真砂の手が、多襄丸の背へからみつく。キャメラ、前進し、多襄丸のもり上った背中の筋肉に       






















                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 脚本『羅生門』、『黒澤明〈その作品と顔〉』、キネマ旬報、p.120． 



































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 前掲佐藤忠男著『黒沢明の世界』、p.153． 




























                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 北野圭介著『日本映画はアメリカでどう観られてきたか』平凡社、2005年、p.24-25． 
 - 88 - 





























                                                  









































                                                  
① 前掲『黒澤明集成』、p.18． 
② 『黒澤明集成Ⅱ』キネマ旬報社、2000 年、p.162． 
③ 同上、p.49． 
④ 四方田犬彦編『映画監督 溝口健二』新曜社、1999 年、ｐ.3． 
















原節子（『黒澤明 夢のあしあと』より）   での役割を考えた上で分類が行なわれている。また、
見やすくするために、ヒロインにはすべて黒い影を付けておいた。 
 
＜表１＞         黒澤明映画の女たち 
作品名 制作年  娘   妻  母 社会的役割 
姿三四郎 1943 小夜 
お澄 
  無職 
一番美しい 1944 渡辺ツル 
女子工員 
 水 島 徳 子
（寮母） 
工場職員 
続姿三四郎 1945 小夜   無職 
虎の尾を踏む男たち 1945     




素晴らしき日曜日 1947 昌子 
 
  職員（？） 
酔いどれ天使 1948 ぎん 
セーラ服の
少女 
奈々江  店員 
学生 
無職（奈） 
静かなる決闘 1949 松本美佐緒  峰岸るい 無職 
看護婦（峰） 
野良犬 1949 並木ハルミ  ハ ル ミ の 踊り子 
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母 無職（母） 
醜聞 1950 西条美也子 
弁護士の娘 
  歌手 
病人 
羅生門 1950  真砂  武士の妻 
白痴 1951 大野綾子 那須妙子  無職 
無職（政治家の囲い
者） 
生きる 1952 小田切とよ 一枝  職員 
無職（息子の妻） 
七人の侍 1954 志乃 利吉の女房  百姓の娘 
百姓の妻 








蜘蛛巣城 1957  浅茅  武士の妻 
どん底 1957 かよ お杉  無職 
無職（大家の女房） 
隠し砦の三悪人 1958 雪姫 
百姓娘 
  姫 
百姓 
悪い奴ほどよく眠る 1960  佳子  無職 




椿三十郎 1962 千鳥  睦田夫人 家老の娘 
家老の夫人（母） 
天国と地獄 1963  伶子  無職 


















デルス・ウザーラ 1975  アルセーニエフ
夫人 
 無職 
影武者 1980  お津彌の方 
おゆうの方 
 武田信玄の側室 
乱 1985  楓の方  太郎の正室 
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末の方 次郎の正室 
夢 1990   私の母  
八月の狂詩曲 1991 良江（母）   不明 
 






②＜娘＞をヒロインとする映画は 1943 年の『姿三四郎』から 1950 年『醜聞』までの７
年間、続けて 9 作が作られていること（『虎の尾を踏む男たち』のみ例外）。 




































































・同上（フル・ショット）。       
・矢野と三四郎が背中を 観衆に向けて立ち、画面の奥には祈りをする小夜の横顔（ロ
ング・ショット）。 
・矢野と三四郎（ミディアム・シ   
ョット）。 










































































督が 初から意図していたものだったか    





































































































































「渇食」の面      面相を表している。黒澤はこのような能面の面相を使って、登場
（『黒澤明 夢のあしあと』より）人物の姫のイメージを表そうとしているように思える。それは
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我が青春に悔
なし 
1946 八木原幸枝   ×   獄死 舅姑と親孝
行 
酔いどれ天使 1948 奈々江       × 他殺  
羅生門    1950 真砂   ×   他殺  
白痴  1951 那須妙子／他殺   ×   発狂  









  ○ 
  ○ 
  発狂  
蜘蛛巣城 1957 浅茅   ×   他殺  
どん底 1957 お杉   ×   他殺 妹とケンカ 
悪い奴ほどよ
く眠る 
1960 佳子   ×   他殺 父親、兄と
仲良し 
用心棒 1961 おりん／他殺 
小平の女房 
  × 
  ○ 
  他殺  
天国と地獄 1963 伶子   ○   
赤ひげ 1965 おなか／他殺   ○  夫以外の男
と 恋 に 落
ち、同居 
どですかでん 1970 増田の妻 
河口の妻 
ワイフ 
  × 
  × 






  ○   
影武者 1980 お津彌の方 
おゆうの方 
  ？   他殺  
乱 1985 楓の方／他殺 
 
末の方／他殺 
  × 
 
  × 
  他殺 
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『静かなる決闘』（『黒澤明の全貌』より）     てミルクを与えるようなシーンはただ一回
のみで、１秒程度である。このシーン以外、＜母＞と新生児との親密な触れ合いが一度も
ない。これに対して、映画主人公の父が＜るい＞の赤ちゃんを抱っこしながら、他の人と
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 国内では、『用心棒』と『椿三十郎』とはそれ  




                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 荻昌弘「黒澤明、自作を語る」、前掲『黒澤明集成Ⅲ』所収、p.107． 
② 前掲『黒澤明 夢のあしあと』、p.218． 
③ 同上、pp.395-396参照． 
































も望遠レンズで撮ると、立ち回りは「動き    （『黒澤明 夢のあしあと』より）  
がすごく写」り、しかも「早く見える」③からだと述べている。 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 岩本憲児「批評史ノート」、『黒澤明全集』第五巻、岩波書店、1998年、p.383参照． 
② 西村雄一郎著『黒澤明 音と映像』立風書房、1998年、p.235． 
③ 前掲荻昌弘「黒澤明 自作を語る」、p.106． 






























しかし、三十郎は抗          （『黒澤明 夢のあしあと』より） 
争の犠牲者である小平（百姓）の一家を救おうとしている。そのことが丑寅一家の卯三助
に見破られ、殴り殺されそうになる。幸いにも居酒屋の主人である権爺に助けられ、一命
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 以上①－④は前掲西村雄一郎著『黒澤明 音と映像』pp.234-237を参照。なお、記号としての音楽に関 
しては、足立美比古著『越境する音楽 文学そして哲学へ』（勁草書房、1997年）を参照されたい． 
 



































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 前掲ドナルド・リチー著『増補・黒澤明の映画』、p.438． 
















































































































④ 橘弘文「無法者とその身体―竹本長十郎の伝承を中心にして」、小松和彦編『記憶する民俗社会』人    
文書院、2001年、p.232． 





















































   浪人「俺か･･････」 

















                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 前掲黒澤明著『全集黒澤明』第五巻、p.80． 
② 同上、p.131． 



































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 前掲黒澤明『全集黒澤明』第五巻、p.80．  
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のようなやりとりを行う。 
 
  浪人「さ、値をつけて貰おうか･･････この出入りが片付くまで、いくらだ？」 
    清兵衛「へい、三両というところで一つ」 
浪人、立ち上がる。 
    浪人「丑寅に当たって見る･･････あいつなら、もうすこし出しそうだ」 
清兵衛「（あわてて）では、四両･･････」 
浪人、障子をあけて廊下へ出る。 






  清兵衛「･･････ええい･･････五十両ッ･･････」 






  清兵衛「さ、野郎共、先生につづけッ！」 
  三十郎「やるんなら勝手にやれ、俺はご免だ」 
  清兵衛「？！」 








  丑寅「ところで･･････（ふところから小判を出して三十郎の前に置き）前金三十両･･････喧嘩に勝       
ったらあと三十両･･････さ･･････すぐ来てくれ」 
  三十郎「そうはいかねえ（と、小判を押し戻し）清兵衛にも値をつけさせてやらなきゃ可哀相だ」 
  丑寅「なにを言やがる、ひとの足もとばかり見やがって」 
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  三十郎「悪かったな･･････とにかく、俺の売値がきまるのは、八州廻りが出てってからだ」 




  三十郎「遅いな、そろそろどっちから値をつけに来てもいい頃だが」 
  権爺「チョッ、侍のくせに金のことばかり言ってやがる」 














  三十郎「それに人をあまり安く使うと、かえって高値くつくぜ」 
丑寅「？」 







   丑寅、ブルブル慄える手で、ふところから胴巻きをつかみ出して、 
「さ、好きなだけ取ってくれ･･････その代わり今から俺の用心棒だぜ」 














     そして、ふところから金を掴み出して三人の前に投げる。 
 三十郎「三十両ある･･････丑寅からふんだくった金だ、遠慮なく使え」 
     三十郎、それだけ言うと、とって返し、表にころがっている死骸を家の中へひきずり込む。① 
 
ｂ）『椿三十郎』の場合 





  井坂「なんと御礼を申し上げていいか･･････」 
  三十郎「礼の言葉なんかいらねえから、少し金をくれねえか」 
みんな、キョトンとなる。                   
    三十郎「このところ、ほとんど水ッ腹でな･･････なーに、一杯やって、めしが喰えるだけありゃいい」 











                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 前掲黒澤明著『全集黒澤明』第五巻、pp.76-100参照． 
























の手元には一銭も残らない。要す   










                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 前掲黒澤明著『全集黒澤明』第五巻、pp.123-152参照． 



































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 前掲黒澤明著『全集黒澤明』、p.74． 




























  遠く甲州の山脈。いきなり画面に大きく入る浪人の後姿。浪人立ち止って後頭をかき、歩き出す。  
その浪人にタイトルがダブリ、キャメラ足元へパンダウンして、四つ辻の地蔵を見せるところでタ
イトル終る。 
  浪人の足、四つ辻へ戻って来る。 
  一面の桑畑に空っ風が吹き過ぎる。 
四つ辻に立って辺りを見廻していた浪人、棒切れを拾うと空へ放り上げる。 
落ちた棒切れ。その枝先が指す方向へ、浪人の足元が向う。① 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 前掲黒澤明著『全集黒澤明』第五巻、p.401． 






















                                                                                                                                                                  
 






















































































   寺田の声「すると･･････」 
























                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 前掲黒澤明著『全集黒澤明』第五巻、p.408． 



















































































































































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 前掲橘弘文著「無法者とその身体―竹本長十郎の伝承を中心にして」、p.243． 
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  「俺はヤクザとってもきらいなんだ。ぼく自身そう強くないしね。だから逆に、めっぽう強いのが 
   いて、そういうのがめちゃくちゃに悪玉をやっつけたら気持ちいいだろう、そんなところからは 
   じまったんですよ」。 
  「侍とも思えないような侍がでてくる、なんて初めてでしょう」。 
  「三十郎という男がおもしろい、という点が肝腎なんですよ。けたはずれで。たとえばの話、ちゃ   
んとした侍だと、ちゃんとした位置へちゃんとした形ですわらなければいけないが、三十郎は床   



























































































                                      
                                    
































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 前掲『黒澤明 夢のあしあと』、p.162． 
② 『映画 この百年―地方からの視点』熊本出版文化会館、1995年、pp.267-270。また、イギリスの季刊
誌のことは、読売新聞文化部編『映画百年 映画はこうしてはじまった』キネマ旬報社、1997年、p.81． 
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 その制作について、黒澤は以下のような発言をしている。 
 



























                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    







                                      
                                    
























   
 ３．先行研究と本章の狙       









                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
①
西村雄一郎著『巨匠たちの映画術』キネマ旬報社、1999年、pp.8-39． 
                                      
                                    





































                                      
                                    





























る。             （『黒澤明と「七人の侍」“映画の中の映画”誕生ドキュメント』より） 
 ①夕闇の中、燃える水車小屋の炎が天空へと登るカット（ロング・ショット） 






                                      
                                    





































                                      
                                    





































                                      
                                    



































がいる。侍の一人が平八          （『黒澤明集成Ⅱ』より） 
の刀をその墓の上に突き刺す。「老人」は慄えながら額く。村人たちも一緒に膝を屈する。
                                      
                                    
 - 148 -




































                                      
                                    





































                                      
                                    





































                                      
                                    





  日本の農村によくある、ごく普通の風景である、と我々は思った。黒澤さんも、そう思ってシナリ  





























                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 堀川弘通「『七人の侍』余話」、『黒澤明集成』キネマ旬報社、2000年、p.102． 
                                      
                                    





































                                      
                                    
























の雰囲気は十分に感じ取ら   









                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 村礎著『村の語る日本の歴史』（全二冊）、そしえて、1990年、参照． 
② 前掲『柳田國男事典』、p.526． 
                                      
                                    



































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
① 西村雄一郎「夢 ロマンティシズムのルーツをさぐる」、『キネマ旬報』、1990年6月上旬号、p.36． 
                                      
                                    


















































































                                                  
① なお、それについて論じた本論第三章の一部は北京日本学研究センター機関誌『日本学研究』第 18 号
（2008 年度）に掲載予定である． 
































































                                                  
① E・サイード著『オリエンタリズム』、今沢紀子訳、板垣雄三・杉田英明監修、平凡社、1986 年。原著
は 1978 年刊． 





Davis, Picturing Japaneseness (Columbia University Press, New York,1996)がある。とくに同書第８
章”Monumentalism,Orientalism, and Gate of Hell”を参照されたい． 
⑤ 鈴木貞美著『日本のナショナリズム』平凡社（平凡社新書）、2005 年、p.188． 































                                                  
① 岩井茂樹「『日本的』美概念の成立―能はいつから『幽玄』になったのか」（『日本研究』第 33 巻所収、
国際日本文化研究センター、2006 年）を参照． 
② Bernard Faure, Chan Insights and Oversights, Princeton University Press,1996.特に同書第二章
The Rise of Zen Orientalism を参照されたい． 
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の発言は永田雅一『映画自我経』（平凡社、1957 年）p.122 に見える． 
④ 四方田前掲書、ｐ.227． 
⑤ 前掲書、p.224． 



































                                                  
① 『北京青年報』2002 年 7 月 31 日． 
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こそ愚かなもので、笑うべきものです。中国で、私も同じような怒りや排斥に合っているのですが、
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＞が必要だということを黒澤映画から教えられたのである。 
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松竹編 
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２．黒澤明映画関係 
尾形敏朗 
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 『日本人のイメージ構造』、中央公論社、１９８１年（初版：１９７２年） 
姜尚中編 





観世善正 正田夏子／著 青木信二／写真 
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